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波佐見高校  美術・工芸科  ３年
（日宇中学出身）

後藤 知哉さん
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　４月28日  税務財政課の所管事務調査を行いました
　税務財政課は住民税班・固定資産税班・財政管財班に分かれ、町税の課税徴
収やふるさと納税、入札契約業務などを担っています。
　今回の調査では、特別土地保有税の廃止予定や入札の公平性、財政管財班と
企画情報課の役割分担などについて説明を求めました。
　令和７年度事業として定額減税への対応や固定資産税業務の電子化、ふるさ
と納税の拡充とＰＲ強化が進められます。
　委員からは、既存事業の見直しを含めた評価への財政課の関与強化や、ふる
さと納税への依存リスクを見据えた人口増施策の必要性が提起されました。
　ふるさと納税では波佐見焼の返礼品が好評ですが、全国的な競争が激化する
中、事業者と連携し、更なる寄附額の確保に向けた積極的な取り組みを期待し
ます。

　５月19日  企画情報課の所管事務調査を行いました
　企画情報課は、企画班と電算情報班の２
班で構成され、町の総合計画や定住促進、
広報広聴、空き家対策、国際交流など多岐
にわたる業務を担っています。近年では、
デジタル施策の推進やインスタグラムによ
る情報発信など、町内外への広報力強化も
重要な役割です。
　令和６年度は、地域振興事業補助金の
13件実施、定住促進による社会増74人の
確保、町ホームページの全面リニューア
ル、住民向けデジタル研修の開始、空き家
実態調査への着手など、多角的に事業が進
められました。
　委員からは、将来的な少子化・人口減に備えた定住施策の継続や、各課と連
携した政策立案の重要性が指摘されました。

　委員長コメント
　５月末、町建設業組合の代表者と意見交換を行いました。全国的な賃金上昇
により、建設業に従事する人材を確保すること、そして定着させることがます
ます困難になっているとのことでした。道路や水道、そして公共施設など、町
のインフラを維持するために、現場で汗を流していただく方のご苦労には改め
て頭が下がります。

町インスタグラム

　４月２３日  長寿支援課の所管事務調査を行いました
１．高齢者タクシー利用券助成事業について
・移動手段を持たない高齢者への移送手段として、令和３年度より実施しています。
　初年度は、75歳以上の免許を待たない高齢者に対し12,000円の利用券の交付を
行っています。４年度には、年齢条件を拡大し、70歳以上の免許を持たない高齢者
に、また５年度からは、免許を持っている75歳以上の高齢者にも夜間や雨天時の外
出支援のため半額の6,000円分のタクシー利用券の交付を行っています。
・令和６年度の実績は、事業費13,170,500円、利用率53.7％となっています。
２．温泉入浴券助成事業（にこにこ長寿入浴券交付事業）について
・高齢者の健康増進やふれあいの機会の促進を目的として、平成22年度から町内在住
の65歳以上の方を対象に年間２枚の温泉入浴無料券の交付を行っています。
・２年度には新型コロナウイルス感染症の影響から利用率28.2％まで落ち込みました
が、６年度は43.8％まで回復しました。

　５月８日  教育委員会の所管事務調査を行いました
１．GIGAスクールにおけるタブレットの活用について
・令和２年度から「GIGAスクール構想」を受け、児童
生徒一人につき１台のタブレット端末（１stGIGA端
末）を配布しています。
・運用開始から５年を経過し、７年10月から新機種
（2ndGIGA端末）に移行の予定です。
２．不登校について
・不登校の基準は、学校の欠席日数が30日以上です。
・不登校対応
　１）校内支援センター、総合文化会館、サテライト会場の活用
　２）スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの活用
　３）「未来へつなぐ確かな一歩推進事業」を実施し、関係機関と連携して学校復帰を
　　目指します。
３．階段昇降機について
・肢体不自由児童生徒がいる学校の階段に、安全に昇り降りすることができる階段昇
降機を設置します。
・転倒や転落事故を防止し、階段の移動が簡易となります。昇降の際には介助者の付
き添いが基本となります。
４．屋内運動場空調機について
・波佐見中学校体育館に屋内競技、行事における熱中症対策として空調機の設置を行
います。
・指定避難所であることから、緊急防災・減災事業債（３割負担）を活用します。
・先行事例を参考に視察を行い、体育館は構造的に断熱性能が劣り冷暖房効率が悪い
という事例があり、熱中症対策としては十分効果的な「大風量スポットエアコン」
を設置予定です。

生徒用情報端末

議会だより　令和7年8月　第172号 議会だより　令和7年8月　第172号2 3



産

　業

　建

　設

　委

　員

　会

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

文

　教

　厚

　生

　委

　員

　会

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　４月28日  税務財政課の所管事務調査を行いました
　税務財政課は住民税班・固定資産税班・財政管財班に分かれ、町税の課税徴
収やふるさと納税、入札契約業務などを担っています。
　今回の調査では、特別土地保有税の廃止予定や入札の公平性、財政管財班と
企画情報課の役割分担などについて説明を求めました。
　令和７年度事業として定額減税への対応や固定資産税業務の電子化、ふるさ
と納税の拡充とＰＲ強化が進められます。
　委員からは、既存事業の見直しを含めた評価への財政課の関与強化や、ふる
さと納税への依存リスクを見据えた人口増施策の必要性が提起されました。
　ふるさと納税では波佐見焼の返礼品が好評ですが、全国的な競争が激化する
中、事業者と連携し、更なる寄附額の確保に向けた積極的な取り組みを期待し
ます。

　５月19日  企画情報課の所管事務調査を行いました
　企画情報課は、企画班と電算情報班の２
班で構成され、町の総合計画や定住促進、
広報広聴、空き家対策、国際交流など多岐
にわたる業務を担っています。近年では、
デジタル施策の推進やインスタグラムによ
る情報発信など、町内外への広報力強化も
重要な役割です。
　令和６年度は、地域振興事業補助金の
13件実施、定住促進による社会増74人の
確保、町ホームページの全面リニューア
ル、住民向けデジタル研修の開始、空き家
実態調査への着手など、多角的に事業が進
められました。
　委員からは、将来的な少子化・人口減に備えた定住施策の継続や、各課と連
携した政策立案の重要性が指摘されました。

　委員長コメント
　５月末、町建設業組合の代表者と意見交換を行いました。全国的な賃金上昇
により、建設業に従事する人材を確保すること、そして定着させることがます
ます困難になっているとのことでした。道路や水道、そして公共施設など、町
のインフラを維持するために、現場で汗を流していただく方のご苦労には改め
て頭が下がります。

町インスタグラム

　４月２３日  長寿支援課の所管事務調査を行いました
１．高齢者タクシー利用券助成事業について
・移動手段を持たない高齢者への移送手段として、令和３年度より実施しています。
　初年度は、75歳以上の免許を待たない高齢者に対し12,000円の利用券の交付を
行っています。４年度には、年齢条件を拡大し、70歳以上の免許を持たない高齢者
に、また５年度からは、免許を持っている75歳以上の高齢者にも夜間や雨天時の外
出支援のため半額の6,000円分のタクシー利用券の交付を行っています。
・令和６年度の実績は、事業費13,170,500円、利用率53.7％となっています。
２．温泉入浴券助成事業（にこにこ長寿入浴券交付事業）について
・高齢者の健康増進やふれあいの機会の促進を目的として、平成22年度から町内在住
の65歳以上の方を対象に年間２枚の温泉入浴無料券の交付を行っています。
・２年度には新型コロナウイルス感染症の影響から利用率28.2％まで落ち込みました
が、６年度は43.8％まで回復しました。

　５月８日  教育委員会の所管事務調査を行いました
１．GIGAスクールにおけるタブレットの活用について
・令和２年度から「GIGAスクール構想」を受け、児童
生徒一人につき１台のタブレット端末（１stGIGA端
末）を配布しています。
・運用開始から５年を経過し、７年10月から新機種
（2ndGIGA端末）に移行の予定です。
２．不登校について
・不登校の基準は、学校の欠席日数が30日以上です。
・不登校対応
　１）校内支援センター、総合文化会館、サテライト会場の活用
　２）スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの活用
　３）「未来へつなぐ確かな一歩推進事業」を実施し、関係機関と連携して学校復帰を
　　目指します。
３．階段昇降機について
・肢体不自由児童生徒がいる学校の階段に、安全に昇り降りすることができる階段昇
降機を設置します。
・転倒や転落事故を防止し、階段の移動が簡易となります。昇降の際には介助者の付
き添いが基本となります。
４．屋内運動場空調機について
・波佐見中学校体育館に屋内競技、行事における熱中症対策として空調機の設置を行
います。
・指定避難所であることから、緊急防災・減災事業債（３割負担）を活用します。
・先行事例を参考に視察を行い、体育館は構造的に断熱性能が劣り冷暖房効率が悪い
という事例があり、熱中症対策としては十分効果的な「大風量スポットエアコン」
を設置予定です。

生徒用情報端末

議会だより　令和7年8月　第172号 議会だより　令和7年8月　第172号2 3



　昨年からの米価の高騰は、全国的に大きな社会問題となっています。
　本町においても影響があるのではないかと考え、６月上旬にアンケートを実施しました。
　放課後児童クラブの保護者116名にご回答いただきました。ありがとうございました。

アンケートの結果

ご　意　見
●波佐見の米を町内で消費できるような仕組みを整えてほしい。
●農家が農業を続けられるよう、安くではなく適正な価格にしてほしい。
●実家で米を作っているので、今のところ影響はない。農家の高齢化が進み、更に米不足に
　なるのではないかと思う。
●米不足は食料難につながるのでは、と先々への不安が消えない。
●卵や子どものお菓子の購入を控えたり、親も一食抜いたりしている。
●主食の米を量を気にせず子どもに食べさせられないのが悲しい。
●今までが安すぎたのではないか。賃金が上がれば少々高くても買えるはずだ。
●生産者に適正な対価が支払われているか。価格の仕組みを明確にしてほしい。
●なぜ高いかがわかれば、高くても納得する。

集計を終えて
　本町には農家も多く、大きな影響はないのではという予想に反して、苦労されているご家
庭は多いようです。子どもの食に関しては、他の市町に先駆けて給食費の無償化を実施して
いますが、この厳しい状況をふまえ、議会として何ができるか検討を重ねてまいります。

　❶大きな影響がある
　❷やや影響がある
　❸ほとんど影響がない
　❹影響はない

　❶少しでも安い米を
　　さがしている
　❷消費を減らしている
　❸パン等で代替している

　❶価格　　❷産地
　❸ブランド　
　❹国内産であること
　❺新米であること
　❻その他

Q1 米価高騰の影響は Q2 米を購入する際
　　重視していることは

Q3 米価高騰の具体的な
　　対応は
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　本委員会では、第２回議会定例会（６月）提出議案等について審査を行い、
無事に11日間の会期を終えることができました。
　具体的な協議事項については、各常任委員会等で報告されますが、主な審査
事項と今後の予定について下記のとおり報告します。

＜主な審査事項＞

１　町長提出議案について（全13件）
　①７年度一般会計補正予算（第１号）について
　　・農業経営支援事業費補助金、地域公共交通確保維持改善事業費補助金、
　　　講堂空調機設置事業費、中学校給水管修繕工事費　他
　②財産の取得について
　　・小中学校児童生徒用情報端末（1,340台分）
　③条例の一部改正に係る案件について（2件）
　④専決処分案件について（6件）
　⑤報告案件について（3件）

２　町政に関する一般質問通告書等の審査について
　定例会で行われる一般質問は、「議会会議規則 60 条」と「議会運営の申し
合わせ」により町の一般事務について議長の許可を得て質問を行っています。
　６月定例会では10名の議員が町政を問いました。本運営委員会では、提出
された一般質問通告書や画像データー、新聞折込用原稿の審査を行いまし
た。

３　通告書や画像データーの提出時間の変更について

＜今後の予定＞

１　議会モニターに関わる事項について
２　議会と語ろう会について
　今年度の「議員と語ろう会」
は、秋の開催を考えています。
昨年度の反省等をもとに開催日
や開催場所等について協議し、
議会活動の報告と町民皆様から
のご意見等を聞かせていただ
き、今後の議会活動に活かすこ
とができるように計画を進めて
まいります。
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　本委員会では、第２回議会定例会（６月）提出議案等について審査を行い、
無事に11日間の会期を終えることができました。
　具体的な協議事項については、各常任委員会等で報告されますが、主な審査
事項と今後の予定について下記のとおり報告します。

＜主な審査事項＞

１　町長提出議案について（全13件）
　①７年度一般会計補正予算（第１号）について
　　・農業経営支援事業費補助金、地域公共交通確保維持改善事業費補助金、
　　　講堂空調機設置事業費、中学校給水管修繕工事費　他
　②財産の取得について
　　・小中学校児童生徒用情報端末（1,340台分）
　③条例の一部改正に係る案件について（2件）
　④専決処分案件について（6件）
　⑤報告案件について（3件）

２　町政に関する一般質問通告書等の審査について
　定例会で行われる一般質問は、「議会会議規則 60 条」と「議会運営の申し
合わせ」により町の一般事務について議長の許可を得て質問を行っています。
　６月定例会では10名の議員が町政を問いました。本運営委員会では、提出
された一般質問通告書や画像データー、新聞折込用原稿の審査を行いまし
た。

３　通告書や画像データーの提出時間の変更について

＜今後の予定＞

１　議会モニターに関わる事項について
２　議会と語ろう会について
　今年度の「議員と語ろう会」
は、秋の開催を考えています。
昨年度の反省等をもとに開催日
や開催場所等について協議し、
議会活動の報告と町民皆様から
のご意見等を聞かせていただ
き、今後の議会活動に活かすこ
とができるように計画を進めて
まいります。
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6 議会だより　令和7年8月　第172号

　補正額 9,500 万円の増額、補正後の総額 　104億 9,500 万円
　　　定額減税補足給付金事業   　5,270 万円追加
　　　不足額給付　1700件分
　　　地域公共交通確保維持改善事業費補助金 　2,000 万円追加
　　　共創モデル実証運行事業費補助金
　　　　（バス料金のキャッシュレスデジタル化、車内放送など）
　　　農業経営支援事業費補助金　29件受付 　　300万円追加
　　　講堂空調機設置事業    　　750万円追加
　　　移動式冷暖房空調器具設置

　補正額　1億 8,900 万円の減額、補正後の総額　104億円

　財産の種類：小中学校児童生徒用情報端末
　数量等：コンバーチブル型 PC、1,340 台
　取得予定額：56,601,600 円
　契約の相手方：扇精光ソリューションズ（株）
　　　　　　　　代表取締役　松尾隆宏

令和7年6月　定例会の主な議案審議

 生徒用情報端末

令和7年波佐見町一般会計補正予算（第1号） 可決

令和6年度波佐見町一般会計補正予算（第9号）（専決） 承認

財産の取得について 可決
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改善センターの空調改修は直ち
に行い、農業経営支援事業の予
算不足額は、９月の

議会で予算化する。町長がよく
口にする「できない理由よりで
きる方法を考えよ」である。

　　少子高齢化の進行により独居高齢者等も
増加しており、緊急時の対応が不安視され
ている。

　　　見守り支援事業にはどういうものがあるか。
　　　24時間対応型の緊急通常システムや行方
不明対応のＱＲコードによる位置情報見守り事
業がある。

　　　対象者は、限定されているのか。
　　　基本的には、一人暮らしの高齢者及び身
体障害者とあるが、それ以外についても適正に
考慮する。

　　米不足問題で、農業が注目されているが、
高齢化や農業機械の買い替えが出来ず離農
者が増えていると聞く。

　　　小規模農林事業の本年度予算はいくらか。
　　　600万円である。　
　　　予算がオーバーする事態になったときは。
　　　緊急の場合や災害復旧に要する場合は、
補正で対応する。
　　　農業経営支援事業の対象者は。　
　　　農業収入者が対象なので家庭菜園の場合
は検討を要する。　
　　　機械購入の補助率が50％以内となって
いるが、なぜ3分の1になっているのか。
　　　4月にスタートしたが、2週間で当初の300
万円の超える勢いだったので、できるだけ多くの農
家に利用して頂きたいということで補助率を下げた。
　　　補助の対象は、農業機械の購入と農業用
機械の資格そしてスマート農業の導入とあるが、
予算の振り分けを行っているのか。
　　　あくまでも全体での予算であり、個別の
予算枠は設けていない。
　　　認定農業者に対しては、補助率を5％加
算するとあるが、認定農業者も高齢化で減少傾
向にあり、更なる上乗せが必要ではないか。

　　　認定農業者は、国の事業・県の事業を受
けることが出来る。先ずは、一般の農家に広く
行き渡るような形を取った。
　　　補助回数は、同一年度において1営業態
当たり1回限りとある。年度が替わればまた申
請できるか。
　　　可能である。
　　　4月の1日からスタートしたに拘わらず、
約2週間で予算がパンクの状態だった。広報は
さみが一般家庭に届くのが20日前後である。情
報の取得時期の差異で農家に不公平感が漂って
いる。払拭するには。
　　　今回の予算の経緯について窓口で説明を
行い、来年度の予算の参考にさせていただく予
定である。
　　　農業者の期待に応える素晴らしい制度で
あることは言うまでもない。制度の継続と可能
であれば９月の補正で更なる予算化出来ないか。
　　　次年度に向けて要望を聞きながら、制度
の見直しも含め検討を行う。

　　農村環境改善センターのホールにおける
空調機の騒音について、改修を強く求める
声が多い。

　　　築45年で老朽化も進んでいるが、利用
状況は南地区だけに留まらず、波佐見町福祉協
議会や駄野地区土地改良区や赤十字にボラン
ティアセンターなど数多くの事務所が入ってい
る。また、選挙の際の公営施設に指定されてい
るし、特に災害時の指定避難所となっている。
早急に改修出来ないか。
　　　改善センターは、長寿命化計画により令
和元年に屋上防水工事、令和4年に外壁改修を
行っている。
　ホールの空調機については、専門家と協議を
行い振興計画に挙げて予算化したい。

緊急通報システム 携帯型緊急通報システム
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振興計画にあげて予算化する町長

三石　孝 議員

改善センターの空調機改修を急げ
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　自治体の「公助」避難所の設
置、救援物資の配布などには限
界があるため、あく

まで「自助」「共助」が大事で
あると感じている。

　　近年、全国各地で大雨やゲリラ豪雨に伴
う災害発生が多くなっている。

　　避難準備情報を耳にしても『まだ余裕が
あるだろう』など被害予想ができていない
ケースがみられる。心構えと備えが大事だ。

　　　指定避難所以外の避難所などはどのよう
なものがあるのか。
　　　町が指定する避難所のほかに、親類、知
人宅や宿泊施設に避難すること自体は問題な
い。また、自宅周辺に差し迫って危険性が少な
い場合など、自宅での安全が確保される場合は
必ずしも避難所に避難しない、いわゆる「自宅
避難」でよいと判断しているか。
　　　自治会や事業所における避難訓練や防災
意識の醸成を図る啓発はできているか。
　　　「支えあいマップ作り」、「避難訓練」、「防
災講習会」などを通じて、避難経路の把握や防
災意識の醸成を進められている。
　また、各担当課においても、自治会役員やボ
ランティアを対象とした防災研修会も定期的に
行い、自治会訓練にも出向いて連携を深めてい
る。加えて、事業所については物資の提供など
を目的に災害時応援協の締結を進めており、事
業所を含めた啓発を行い連携の拡大を進めてい
きたいと考えている。
　　　避難所の表示や避難経路の表示板は十分
か。
　　　指定避難所などの表示についてはそれぞ
れの施設の玄関先等表示している。
　避難経路の表示板については現在のところで
きていない。必要性は認識しているので今後よ
り効果的な方法を検討していきたい。

　　各自治会の公民館や集会所は地域住民の
憩いの場や交流の場としてだけでなく災害
時の避難場所としても重要な役割がある。
しかし施設の維持は困難となりつつある。

　　　公民館等の老朽化の状況は把握できてい
るか。
　　　多くの施設が今後、築50年を迎えるこ
とになり、一部施設では長期的な維持補修の時
期になる。今後の自治会の活動を見据えた場
合、施設の在り方についても、規模や統廃合に
ついて、自治会内の議論が行われることを期待
するとともによりよい議論と健闘ができるよう
自治会に対し情報提供や相談に応じたいと考え
ている。
　　　建て替えに対する現在の補助制度は十分
といえるか。
　　　単独事業の「地域振興事業補助金」が補
助金限度額で地域により510万円から680万円
となっている。その他に、一般財団法人自治総
合センターが実施している「コミュニティーセ
ンター助成事業」がある。これは、一定の条件
のもと事業費の５分の３以内で補助限度額が今
年度から500万円増の2,000万円となってい
る。
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　晩夏となりましたが、今年の残暑も厳しいのでしょうか ?
　地球温暖化が言われて久しいですが、なかなか歯止めがか
かりません。その要因の一つに紛争や戦争による過大なエネ
ルギー消費があると思います。平常時の何倍もの無駄なエネ
ルギーが使われているのです。
　生命や財産の保全と同様、重大さを考え、早めの停戦・終
戦に踏み切るべきです。
　町民の皆様には、体調管理に十分ご留意され、実りの秋を
元気にお迎えください。　　　　　　　　　　（脇坂　正孝）

「議会だより」編集委員

委 員 長
副委員長
委　　員

議　  長

岡　村　真由美
澤　田　昭　則
前　田　博　司
脇　坂　正　孝
三　石　　　孝

尾　上　和　孝
発行責任者
　

６月定例会には延べ 25名の傍聴者がありました。

❶車椅子のバリアフリーは、傍聴席入口までは設置されていますが、傍聴席にはあ
　りません。最前列の一角を車椅子スペースとして、利用できればよいと思いました。
　（40代 )

❷質問や答弁に定例的なものが、少し目立ったような気がした。もう少し、数値的
　に議論評価ができるとよいと感じました。（40代 )

❸一般質問に使われた資料は、どこかで公開されるのでしょうか。（40代 )

❹農機具の購入補助金は、14曰くらいで予算額に達したと答弁にあった。9月議会
　予算を追加してほしい。兼業農業者が多いため、補助金が必要です。（60代 )

❺一般質問は動画 YouTube にアップされているが、議案審議はアップされてない。
　なぜでしょうか？（40代）

◈ 長崎県へ要望書提出 ◈

傍聴者の声 ❖ いただいたご意見を紹介します。 ❖

　長崎県教育委員会は県立高校再編に向け、令和８年度内に再編の大枠となる大綱
を示す方針を明らかにしました。県立波佐見高等学校も再編の対象になる可能性が
あることから、８月７日に町長や町議会議長が連名で、長崎県知事、県教育長及び
県議会議長に要望書を提出し、主旨を説明する予定です。

次回定例会は９月３日から９月２５日までを予定しています。


